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Re!ationship between Wat'er Tra sfer and Metocloprarnide
Absorption with or without Short-Chain Fatty Acids
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7 Relationship between WateT Transfer and Caffeine
   Absorption with or without Short-Chain Fatty Acids
   Symbels are the sarne as in Fig. 5.













































































肪酸は2種の経路で非解離乱 解離型として吸収され,その結果 pH の増大,水の吸収促進が起
る｡すなわち,上皮細胞表面において脂肪髄は非解離型として受動拡散により吸収され,それに要す
Lunen Epithelialcel Capilhry
F垣.g SchematicRepresentationofPhysiologicalActior10f
Short-ChairlFattyAcidsintheIntestine
(14)
るH→’を補うため生じたHCO3一によって膜近傍のpHが上昇し，塩基性薬物では吸収促進が，酸性
薬物では吸収抑制が起り，一方，一部の解離型脂肪酸は能動輸送に類慨した系でNaと付随して吸収
され，水の移動が促進され，これに伴って薬物の吸収が変化したと考えられる。後者については，
Na無添加のmamゴtd溶液では脂肪酸の吸収が減少し，水の移動も認められなかったことからも立
証された。
第2章　歩詰脂肪酸の影響
　中鎖脂肪酸（C8－C、2）は，ココナツ油など一部の天然油脂構成脂肪酸であるが，丁丁脂肪の生理
学的特性とその臨床的応用に関する興味ある知見が多数報告されている。2n・22），57⊃手鎖脂肪の腸管に
おける消化，吸収ほ，珊珊の場合と同様にきわめてすぐれており，胆汁，膵リパーゼの欠乏状態でも
加水分解され吸収されること，一部は加水分解を受けずにトリグリセリドのまま小腸上皮細胞内に取
り込まれ得ること，上皮細胞内における転送機序が長鎖脂肪酸とは異なり，：大部分遊離脂肪酸として
門脈系に移行することなどが明らかにされている。これらの基礎的知見に基づいて，膵，胆汁分泌障
害や他の消化器系疾患々者にみられる脂肪吸収不全の治療や栄養改善を目的として，臨床的にも中鎖
脂肪の投与が注目され，又その製剤化もなされている。
　本章において1門中鎖脂肪酸のうちで最も良く知られているcaprylic　acidを選び，薬物吸収に対
する影響を検討し，短鎖脂肪酸との異同について考察した結果を述べる。
　　第1節　薬物の吸収に及ぼす影響
　caprylic　acidは比較的よく水に溶解し，腸管からの吸収は短鎖脂肪酸と同様にきわめて速やかで，
又飽和現象なども認められることが知られている。50｝・51），58）そこでcaprylic　acidは水溶液として併用
し，前章と同様に薬物吸収に及ぼす影響について検索した。
　Table　6は・各種薬物の吸収に対する30　mM　caprylic　acidの影響を示したものである。酸性薬物
のsulfisoxa301e，　p－aminobenzoic　acidでは有意な影響は見られず，中性薬物のcaffeine，塩基性薬
物であるmetoclopramide，八C．D．B．では吸収促進効果が認められた。更にsulfisoxazde，　caffeiRe，
metoclopramideを選びcaprylic　acidの濃度依存性について検討し，その結果をFig．10に示す。
Table　6　Effect　of　Caprylic　Acid　on　the　Intestinal　Absorption　of　Drugs
％absorbed　in　30　minutesDrug
Contro1 30mLM　CapryIic　acid
Su工fisoxa乞ole
p－Aminobenzo王。　acid
Sulfaguanidine
Caffeille
Metoclopramide
A．C．D．B，　　　　　　’
28，8±2．8
58．3＝ヒ5．7
5．2士0．1
46．9＝』：5．2
16．1±3．3
34．2土3．6
32．7士0．8
56，5士3．9
3．8士0．6
59．2圭2．3
31．6：ヒ2．1
51．4：ヒ5．1
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